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教科指導力の向上を図る校内研究の工夫Ⅳ（１）

  

授業づくり 

授業改善 

， （ ） 。※この実践例は 大崎市立古川第一小学校の校内研究 国語科 を参考にさせていただきました

教科指導力の向上を図るために，こんな工夫が・・・◎

学力向上に向けた授業づくり・授業改善の具体策が共通理解されており，授業研究を

通して成果と課題を検証し，課題解決していくというサイクルが確立しています。また，

それぞれの教師が主体的に教材研究を行い，互いに磨き合う場にもなっています。

※ 事後検討会を受け，成果として挙がったことを継承するとともに，改善すべき点は次の

授業研究会に「課題のリレー」としてつないでいくことが大切です。

授業研究会の充実

Ⅳ 学力向上を目指した授業づくり第１章 ＤＯ（実施）
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Ⅳ 学力向上を目指した授業づくり第１章 ＤＯ（実施）

学習過程
学習活動 ◆ 指導上の留意点 ○ 教師の支援段階

＊ 評価の観点（方法）時間 発問（二重囲み） ◎ 指示 ◇予想される児童の反応

１ 単元の学習課題や前時までの学習を振り返り本時の ◆ 学習計画表や読み取り図を活用するこ

導 学習課題をつかむ。 とで，単元の学習課題や前時までの学習

入 ・ 十の場面（P15L1～P16L4）を音読する。 を振り返らせ，本時の学習課題を明確に

10 （一斉音読） つかませる。

。 ， 。分 ◇ 今日はアフリカ象が登場する十の場面を読むんだな ◆ 音読させることで 場面を確認させる

アフリカぞうはどんなことをしたのでしょうか。 ◆ 本時の学習課題について気を付けなが

３ アフリカ象が，急いで飛行機に乗ってやってきた理 ◆ 「せかせかと 「まにあってよかったよ」

由を想像する。 かった」の言葉に着目させることで，急

（自分→ペア→全体） いでやってきた様子をとらえさせる。そ

アフリカぞうは，どうしてそんなに急いで飛行機に の上で「どうしてそんなに急いで飛行機

乗ってやってきたのでしょうか。自分の考えをノート に乗ってやってきたのでしょうか」と発

に書きましょう。 問することで，サラダの完成の前に，油

・ 十の場面（P15L1～P16L4）を音読する。 と酢と塩をかけて，力強くくりんくりん

（指名音読 」 とまぜる，アフリカ象だからこそできる）

「おてつだい」をしたかったことを想像

させることにつなげる。

◆ 自分の考え（想像したこと）を各自ノ

ートに書かせる。書き終えた児童から，

ペアを作って読み合わせることで，自分

と友達の考えの同じところや違うところ

展 を見付けさせる。

開 ◆ 全体の場で発表させ，話し合わせる。

20 全体での話合いの様子に応じて「急いで

分 いるなら，白くまのように電報で教えれ

ばいいのはないか」という切り返しの発

問をすることで 「アフリカ象は自分の鼻，

で力強くまぜたかったからやってきた。

理由は，象は力持ちだから，その力でサ

ラダをまぜれば，たちまち元気になるサ

ラダが出来上がるから 」という，アフリ。

カ象だからこそ「力づよく」まぜる「お

てつだい」をしたかったことを想像させ

る。

・ 「力づよくくりんくりんとまぜました」を動作化し ◆「力づよくくりんくりんとまぜました」

たり音読したりする。 を動作化させたり音読させたりすること

で，アフリカ象の力を生かしたお手伝い

の様子をさらに深く理解させる。

＊ 読 「力づよくくりんくりんとまぜま

した」を動作や音読に表現することが

できたか （動作化や音読の発表）。

自ら学ぶ意欲や問題解決能力を高める学習指導の工夫①Ⅳ（２）

小学校１学年国語科 実践例＞＜

「 『 』」◎単元名 じぶんならこれ！てがみでりっちゃんにおしえよう サラダでげんき

学習計画表や読み取り図の活用

初発の感想を生かした課題設定

ねらいを明確にしたペア学習

焦点化して考えさせるための発問の工夫と，

思考を整理させるための書く活動の設定

ねらいに迫るための，切り返しの発問の工夫

理解をより深めるための音読や動作化

※この実践例は，大崎市立岩出山小学校 加勢幸美先生の授業を参考にさせていただきました。

学ぶ意欲や問題解決能力を高めるために，こんな工夫が・・・◎

○初発の感想を生かした課題設定 ○学習計画表や読み取り図の活用

○焦点化して考えさせるための発問 ○ねらいを明確にしたペア学習

○思考を整理させるための書く活動 ○理解をより深めるための音読や動作化
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段 学習活動 形 指導上の留意点と支援（◎：留意点，
階 態 ◇：支援，○：予想される生徒の反応）

導 １ 三角形の相似条件を確認する。 一 ◎教科書は閉じさせておく。

入 斉 ◎３つの相似条件を全員でゆっくり言う。

２ 三角形の相似条件の使い方につい

て確認する。 一 ◎三角形の相似条件の利用の仕方が図形の性質を証15
分 斉 明するだけにとどまらず，面積を求めるところま

， 。３ 本時の学習課題を確認する。 で用いることができることを話し 意欲を高める

。 （ ）◎学習課題を板書して確認する 視点Ⅰ

（学習課題）三角形の相似を利用し，次の△ＡＢＣの

面積を求めよう。

４ 課題解決のための見通しをもつ。 一 ○予想される生徒の反応

（ ）斉 ・△ＡＢＣと△ＤＢＡ ２組の角がそれぞれ等しい

（ ）（発問）どの三角形とどの三角形が ・△ＡＢＣと△ＤＡＣ ２組の角がそれぞれ等しい

相似だと分かるのか （相似条件と ・△ＤＢＡと△ＤＡＣ（相似条件に直接結びつかな。

一緒に答える ） いので直接は相似であることを証明できない）。

・分からない。

（ ）， （ ）， （ ）（発問）△ＤＢＡ（中）と△ＤＡＣ ◇黒板に△ＡＢＣ 大 △ＤＢＡ 中 △ＤＡＣ 小

（小）は直接は相似であることを証 の３つとも相似であることが分かるように，対応す

明できないけど，相似であることが る順序をそろえて貼る。

分かります。なぜでしょうか。

○予想される生徒の反応

・相似であることは形が同じということなので，

△ＡＢＣ∽△ＤＢＡ，△ＡＢＣ∽△ＤＡＣという

ことは△ＤＢＡ∽△ＤＡＣということである。

（発問）では，△ＤＢＡ∽△ＤＡＣ ◎手順は生徒から引き出す。

を証明しましょう。再度証明の手順 ◎△ＡＢＣ∽△ＤＡＣは△ＡＢＣ∽△ＤＢＡの証明と

を確認しましょう。 同様の手順で証明できるので 「同様にして」とい，

うことばが使えることを思い出させる。

展 ５ 自力で証明する。 個 ◎相談を一切させないで，黙って自分の力だけで考

開 えさせる。 （視点Ⅲ）

◇１分ほどして，全く何も書けていない生徒に対し，

，15 対応する点が分かりやすいように具体的な図を並べさせ

分 視覚的に三角形の相似が見出しやすいようにする。

６ 証明の仕方を確認する。 ペ ◎ペアで△ＤＢＡ∽△ＤＡＣの証明について，確認

。 （ ， ）ア させる 視点Ⅳ Ⅴ

自ら学ぶ意欲や問題解決能力を高める学習指導の工夫②Ⅳ（２）

中学校３学年数学科（習熟度別学習）実践例＞ ◎単元名「相似な図形」＜

習熟度別・少人数学習を取り入れると，より実態

に合った学習を進めることができます。

発展的な内容を扱い，「よくできている子どもも

楽しい授業」を！

学習問題を工夫し，解決への意欲を

引き出しましょう。

問題は「面積を求める」ですが，そ

のためには３つの三角形が相似である

ことを証明する必要があります。生徒

に証明する必要性を実感させることが

大切です。

子どもの思いや考えに沿って支援

しましょう。

できるだけ，子ども自身に「自分

でできた」という思いをもたせられ

るように教具を工夫しましょう。

※この実践例は，大崎市立松山中学校 佐々木英友先生の授業を参考にさせていただきました。

Ⅳ 学力向上を目指した授業づくり第１章 ＤＯ（実施）
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した。※この実践例は，涌谷町立涌谷第一小学校 大山聡先生の授業を参考にさせていただきま

（３）振り返りを生かした学習指導の工夫Ⅳ

◎振り返りの「させ方・いかし方」として，こんな工夫が…

○いかし方の例→問題解決の場面において，前時までの振り返りや関連する前単元の振り返

， 。りを紹介して想起させることによって 自力解決の見通しをもたせています

○させ方の例→学習の最後に，何を学んだのか，どのように取り組んだのかを見つめ直さ

せます。そうすることで，自分が考えたことや分かったこと，できたことを

確認させたり，自分や友達のよさに気付かせたりし，学習意欲の向上につな

げています。

解決の見通しを

もたせるため，

前単元の振り返

りを活用してい

ます。

１時間の学習全

体を振り返らせ

ます。

，「 」 「 」 。涌谷第一小学校では 振り返り を独自の定義で ふりかえり としています

Ⅳ 学力向上を目指した授業づくり第１章 ＤＯ（実施）
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＜中学校３学年 美術科実践例＞ ディベートによる鑑賞

◎ 言語活動を充実させるために，こんな工夫が・・・
① 本実践例では，学習指導要領に示されている鑑賞における「作品などに対する自分
の価値意識をもって批評し合う」活動を受けて，ディベートによる言語活動を取り上
げています。

② 立論を強化するために，多くの資料から根拠となるものを探し出す必然性が生まれ，
多様な視点からの鑑賞が可能となります。言葉で考え整理することで，鑑賞の焦点が定
まり，意見交流を通して新たな視点に気付かせることもできます。ディベートの後，芸
術作品の価値や社会の中での芸術の役割について意識を高めさせていることも参考にな
ります。

③ その他の教科においても，その特質に応じた言語活動を活発かつ適正に行わせ，豊か
な言語能力を養っていくよう配慮していくことが大切です。

※この実践例は，大崎市立古川中学校 菅原由美子先生の授業を参考にさせていただきました。

（４）言語活動を充実させる指導の工夫（中学校）Ⅳ

○ 題材名 「ピカソの絵は誰にでも描けるのか 【ディベートによる鑑賞】」

○ 指導目標
・ピカソの作品を成り立たせる造形要素に興味をもって鑑賞し，芸術作品の価値について関心をもた

せる 【関心・意欲・態度】。

・作品を成り立たせる形態や色彩，構図，表現方法などについて言葉で整理し，話し合うことによっ
て多様な作品の見方について気付かせる 【鑑 賞】。

○ 指導過程 ○ 指導計画

○ 意見交換による課題解決的な学習活動

ディベートで作品や作家を深く探らせる。

ピカソの作品や作家としての生き方を調べる

ことから立論した考えを発表し，さらに反論

する論点を見付け出す。生徒間の話合いはグ

ループからグループへ，そこから全体へと展

開していく。できるだけ作品に即した具体的

な論点が見い出せるように支援したい。ディ

ベートでは，話す，聞くの技術が必要とされ

る。相手を説得するためには表現力が必要に

なるので，発表力を高める機会としたい。議

論が混沌としたところでまとめに入り，ピカ

ソの作品から一般的な芸術作品についての価

値や鑑賞する上での心構えなどについて触れ

ていきたい。

指導力向上を目指した授業づくり第１章 DO（実施） Ⅳ
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（１ 「家庭学習の手引き」の見直しⅤ ）

◎ 「家庭学習の手引き」活用のための重要ポイント

① 教職員の共通理解と共通行動 ② 活用に当たっての家庭との連携

③ 継続的な取組 ④ 内容の見直しと改善

１ 内容について
□ 「家庭学習の手引き」について家庭へ周知徹底を図っているか。

・ を明確に伝えているか。家庭学習の目的

・ 学習したらよいかの目安を示しているか。「何を 「どれだけ」」

・ 家庭で集中して取り組めるような について示しているか。学習環境の整備

□ 自分で目標を決めるようになっているか。

・ を設定するための手立てを講じているか。目標

， 。・ 家庭学習の が 生活リズムの中に位置付けられているか開始時刻 学習時間や 等

□ どのように家庭学習を進めればよいか分かるようになっているか。

・ を示しているか。教科ごとの家庭学習の手順

・ を示しているか。家庭学習ノートのつくり方

□ 家庭学習ノートを継続させる手立てを講じているか。

・ 家庭学習ノートをどのように するか示しているか。評価

・ 家庭学習ノートの を示しているか。授業への生かし方

・ 家庭学習ノートの を示しているか（特に中学校においては，学級担提出の仕方

任，教科担任どちらに提出するのか明確になっているか 。）

２ 活用について
□ 家庭学習の実施状況を定期的に点検しているか。

・ 学期ごと，あるいは年間に数回，家庭学習の実施状況について目標と時間が守

られているかを確認する「実施状況調査」を行っているか。

・ 家庭学習について保護者と確認し合う機会をもち，改善を図っているか。

□ 家庭学習の状況を積極的に発信しているか。

・ 家庭学習の優れた取組について，学校だより，学級だより等で家庭へ積極的に

発信しているか。

・ 教室や廊下等に家庭学習コーナーを設け，よい取組（家庭学習ノート等）を具

体的に紹介しているか。

・ 教職員で，児童生徒の家庭学習の実施状況を把握し，分析・考察を行い，改善

のための話合いがなされているか。

□ 学校独自の取組を推進しているか。

・ 地域や学校，児童生徒の実態に合わせた独自の取組を工夫しているか。

「家庭学習ノートコン
テスト」等を実施し，
よりよいノートづくり
や意欲の向上を図って
いる学校もあります。

週末課題として，思考力を高めるような
手応えのある問題に取り組ませ，成果を上
げている学校もあります。

「 」 。◎ 多くの学校で家庭学習の定着のために 家庭学習の手引き が作成されています

下のチェックポイントで内容や活用の仕方を見直してみると，より効果的なものに

なります。

Ⅴ 家庭学習の定着のために第１章 ＤＯ（実施）
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（２）家庭学習の充実に向けた働き掛け①Ⅴ

◎ 学校としてどのような学力を児童生徒に身に付けさせたいのか，そのためには

どのような家庭学習が必要なのかを示して取り組むことが大切です。また，中学

校区での共通した取組も有効です。

ポイント①：家庭との連携 ポイント②：小中・小小連携

「おたすけシート」については，次の

ページで紹介します。

※ ２６北部管内大崎地区小･中学校H
研究主任等研修会資料より

【小中連携，小小連携】

おたすけシートを作成するに当た

り，原稿用紙や作文の記入の仕方が

十分に身に付いていないという児童

の実態について，研究主任等研修

会で話題にしたところ，中学校

の国語科での取組を紹介され，

小学校でも活用できるようにし

ていただいた。また，宮崎中学

校区の児童はいずれ同中学校へ

進学するということを受けて，

小学校同士の連携をさらに深め

ることを目指し，取組を紹介し

ながら同じものを活用すること

にしている。

Ⅴ 家庭学習の定着のために第１章 ＤＯ（実施）



- 24 -

Ⅴ 家庭学習の定着のために第１章 ＤＯ（実施）

※この実践例は，加美町立賀美石小学校の取組を参考にさせていただきました。

※保護者へのお便りから自主学習コンクール
毎週金曜日に各学年の「自学をよく頑張っている児童」のノートを図書室前に展示しています。

みんなの学習の良いお手本になってい

ます。毎月，保護者の皆様にはチャレ

ンジファイルの振り返りシートにコメ

ントを書いていただいています。子ど

もたちの頑張りをご家庭でも褒めてあ

げてください。子どもたちのやる気に

つながると思います。よろしくお願い

いたします。

ポイント③：学習の手がかりとなるヒント等の提示

自主学習のヒントとなる「おたすけシート」は，

チャレンジファイルに随時追加していきます。

ポイント④：優れた取組の紹介
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修正前 修正後（２７年度）
難問 チャレンジ算数名 称
高学年 ３年生以上 ※３年生は３学期から実施対 象
難易度がほぼ同じ問題５問の中から１問 Ａ問題（標準的な内容の問題）とＢ問題（応用問 題
だけを選択 力が必要な問題）の２問から選択
翌週の月曜日に担任に提出し，少人数担 毎週火曜日の朝の時間を利用し，担任が答え合提 出
当教諭が丸付けを行う。 わせと解説を行う。その後，少人数担当教諭が

評価と記録を行う。
・評価の方法と規準は少人数担当教諭に ・評価規準を統一する。評価
よる。 ・模範的な解答を廊下に掲示し，紹介する。

・児童が自力で解答することが原則 ・保護者と一緒に取り組むことを奨励その他
・単元との関連は考慮しない。 ・単元の内容の発展的な問題や全国学力・学習

状況調査を意識した内容を出題する。

｢チャレンジ算数｣の問題と児童の解答

週末課題の修正点

（２）家庭学習の充実に向けた働き掛け②Ⅴ

算数科における週末課題「チャレンジ算数」の取組から

より成果が上がるよう，自校の取組を見直し，改善を加えています。

Ａ３判の用紙の左側が問題，右側が解答欄になっています。

， 。※この実践例は 大崎市立古川第二小学校 三塚隆洋先生の研究論文を参考にさせていただきました

【意欲を高める評価の工夫】

ＡＡ：解答が正しく，図や言葉を使って数学的な説明が

しっかりされている。

Ａ ： 解答が正しく，説明もある。

Ｂ ： 説明は不十分だが解答は合っている。あるいは解答

は間違っているが説明の道筋は合っている。

Ｃ ： 写している。

廊
下
掲
示
板
に

貼
っ
た
模
範
解
答

Ⅴ 家庭学習の定着のために第１章 ＤＯ（実施）
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（３）学習習慣の確立に向けた働き掛けⅤ

◎ 学習習慣の確立のために，こんな工夫が・・・

① 家庭学習の効果的な学習例，各教科の学習の手引きの充実

基本的な学習と応用的な学習の例を示すとともに，実際に提出された自学ノートをも

とに学級担任が個別に助言するなど個に応じた指導に努めています。

② 学習習慣，基本的生活習慣の定着を目指した日々の生活記録の活用

毎日の学習時間や生活時間の記録，係を活用した提出確認，感想・反省欄を大切にし

たラポートづくりなど 「スクールライフ」のよさを最大限生かすよう努めています。，

中学校実践例＞ ◎「スクールライフ （学習の手引き等）の活用＜ 」

※この実践例は，大崎市立鹿島台中学校の実践を参考にさせていただきました。

「スクールライフ」には，教育目標，学習の約束（学習習慣五カ条 ，学校行事予定一覧表，効果的な）

家庭学習の例，各教科の学習の手引き，学習計画表，日々の記録，防災対応等が掲載されています。こ

の１冊で中学校生活が把握できるものです。保護者との連携にも活用できます。

基本的な内容と応用的な内容を具体的に示してい

ます。また，下のように各教科の学習の手引きの

項に示している例もあります。

家庭学習の教科や時間，就寝時間や起床時間を

記録し，学習習慣だけでなく基本的な生活習慣

の意識付けも図っています。感想・反省欄が学

級担任とのラポートづくりにも役立っていま

す。

Ｖ 家庭学習の定着のために第１章 ＤＯ（実施）
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（１）校内研究の評価のポイントⅥ

１ 校内研究の評価をする際の留意点
・年度当初から，校内研究の評価の時期や評価項目をあらかじめ示しておく。
・研究実践が日々の教育活動と結び付き，研究成果を活用していくことを念頭に置
き，改善・充実を図るための評価を行う。

・ 計画の段階 「実践の段階 「年度末の段階」それぞれの時期に評価を行う。「 」 」

２ 評価内容の例
・研究成果を明らかにし，研究目標を達成したかという観点からの評価
・学校教育目標をいかに達成しているかという観点からの評価
・研究内容や研究の進め方が適切であったかという観点からの評価
・児童生徒がどのように変容したのか，具体的な姿からの評価
・標準学力検査の結果やアンケート調査等，数値目標の達成度による客観的な評価
・研究の成果や内容を次年度の研究に生かしていくための評価

３ 評価の実際の例
評価の種別 評価の進め方

研究について，個々の教師が取組を振り
個 人 評 価

返り評価する。
研究部や教科部会，学校評価委員会等で

組 織 評 価 研究目標の達成度について分析・考察し，
研究実践の評価をまとめる。
個人評価及び各組織評価を通して，児童

児童生徒の変容
生徒がどのように変容してきたか全体で話

に関する評価
し合い，評価をまとめる。

児童生徒の変容に

ついては，授業中の

姿や作品等をどのよ

うに評価するか，研

究の視点に沿って，

見取りの共通理解を

図る研修を実施する

ことが必要となる。

４ 評価方法の具体例
評価の形態 実施する場合のポイント
教師に 自由 ・研究部で記述項目を定め，項目ごとに記述する。
よるア 記述 ・研究全体を通じて，気付いたことや意見を記述する。
ンケー 評価 ・評価の観点を示し，評価尺度（Ａ～Ｄの４段階など）を設
ト評価 尺度 定し，評価の資料とする。

・指導主事学校訪問，学力向上サポートプログラム事業，学
力向上成果普及マンパワー活用事業等を活用し，学校とし

外部参観者に て評価項目を焦点化して意見を求め，評価の資料とする。
よる評価 ・授業公開日を設定し，教育関係者や保護者及び地域の人々

などに授業を参観してもらい，感想や意見を求める。それ
を分類・整理し，評価の資料として活用する。

児童生徒によ ・児童生徒自身の学びの実感や授業についての考えなどを調
る評価 査し，教師側の評価と比較する資料とする。

５ 校内研究の評価項目の設定について

(1) 校内研究内容や取組の重点に合わせて評価項目を吟味すると，的確な評価を行

うことができる。

(2) 年間を通して適切な評価を行うことで「ＰＤＣＡ」のサイクルを確立し，常に

研究内容や方法等について改善しながら取り組むことができるようにする。

(3) 評価の時期を考慮して，各校で評価の内容及び評価項目を工夫して設定する。

この際,これまでの成果が活用できたか，課題が解決できたかなど評価の目的を

明確にし，具体的に評価できるように改善することが必要である。

評価の時期については，学校評価を行う際に校内研究についての評価も行うと

いう方法も考えられる。

(4) 選択式の評価に加え自由記述式の評価を設定する。

Ⅵ 校内研究の評価のために第１章 ＣＨＥＣＫ（評価）
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Ⅵ 校内研究の評価のために第１章 ＣＨＥＣＫ（評価）

６ 校内研究の評価項目の例

評 価 項 目 の 例 評 価評価の
内容

ア 校内研究組織が確立し，計画的に研究を進めているか。 ４ ３ ２ １

① イ 校内研究が，日々の教育実践に役立つ内容になっているか。 ４ ３ ２ １

研 ウ 必要に応じて，他の教師の授業を参観できる体制ができているか。 ４ ３ ２ １

究 エ 授業や指導方法等について，検討する場が設けられているか。 ４ ３ ２ １

体 オ 総合教育センターや校外の研修会に，積極的に参加できる体制ができているか。 ４ ３ ２ １

制 カ 外部の研修会に参加した成果を伝達する場を設けているか。 ４ ３ ２ １

キ 一人一人の能力が十分生かされる研究組織がつくられているか。 ４ ３ ２ １

② ア 研究目標は，学校教育目標達成に関連の深い目標になっているか。 ４ ３ ２ １

研 イ 学校の実態に応じたものか。継続性は考慮されているか。 ４ ３ ２ １

究 ウ 十分に分析され，具体化されているか。 ４ ３ ２ １

主 エ 共通理解され，教職員が研究の意欲をもっているか。 ４ ３ ２ １

題 オ 主題を受け，適切な副題，研究目標が設定されているか。 ４ ３ ２ １

③ ア 教職員に十分理解されているか。 ４ ３ ２ １

研 イ 日々の実践に生かされるものになっているか。 ４ ３ ２ １

究 ウ 主題に迫るために有効に機能し，学校としての独自性があるか。 ４ ３ ２ １

仮 エ 研究仮説・視点として，研究の範囲や実践に取り組む手立てが明確に示さ ４ ３ ２ １

説 れているか。

・ オ 目指す児童生徒像が適切に設定されれているか。 ４ ３ ２ １

視 カ 研究の進展とともに修正されているか。 ４ ３ ２ １

点 キ 仮説検証のための方法が適切であり，教職員に理解されているか。 ４ ３ ２ １

④ ア 研究日程は 学校行事やその他の行事を考え 無理なく設定されているか ４ ３ ２ １， ， 。

研 イ 研究に関わる文献研究や資料の収集及びその活用が計画されているか。 ４ ３ ２ １

究 ウ 研究授業の準備，事前検討が十分できるように計画されているか。 ４ ３ ２ １

計 エ 実践における仮説の検証が十分に行われ，その成果が累積されていくよう ４ ３ ２ １

画 な計画になっている。

⑤ ア 研究成果が日々の実践に生かされているか。 ４ ３ ２ １

研 イ 研究に取り組む時間の確保がされているか。 ４ ３ ２ １

究 ウ 研究に関わる文献研究や資料の収集及びその活用が行われているか。 ４ ３ ２ １

へ エ 研究授業の事前に模擬授業に取り組むなど，充実した検討会が行われてい ４ ３ ２ １

の るか。

取 オ 研究授業の事後検討会では，研究仮説・視点に沿って，研究の成果と課題 ４ ３ ２ １

組 について話し合いが行われているか。

カ 実践における仮説の検証が随時行われ，その成果が累積されているか。 ４ ３ ２ １

ア 児童生徒がどのように変容したか，明確に把握しているか。 ４ ３ ２ １
⑥

イ 研究を推進する中で，成果と課題が明確になったか。 ４ ３ ２ １ま
ウ 研究全体に一貫性・整合性があり，活用できる研究のまとめを作成するこ ４ ３ ２ １と

め とができたか。

エ 研究によって，教職員の資質が向上したか。 ４ ３ ２ １と

オ 研究が，学校教育目標の達成に生かされたか。 ４ ３ ２ １成

カ 研究成果は，他校にとっても価値のあるものになっているか。 ４ ３ ２ １
果

キ 研究成果を，次年度の日々の教育活動にどう活用するのか。その具体的取 ４ ３ ２ １
の

組が明らかになっているか
活
用

【４ あてはまる ３ ややあてはまる ２ ややあてはまらない １ あてはまらない】

◎ 評価をどう活用するか・・・
① 評価結果を踏まえて，改善を図る。

， ， ，校内研究の評価結果から 研究内容や研究方法 研究計画等を見直しながら研究を進め
教師の指導力の向上を図り，より児童生徒の力を伸ばすことができる校内研究を目指して
改善します。

② 評価結果を含めて 「研究のまとめ」を作成する。，
校内研究の評価結果の全体像を把握したり，個々の教師の評価を共有したりするために

効果的です。
③ 評価結果を次年度の研究計画に生かす。

校内研究の評価を通して，研究の成果を日常的に活用していくことや，今後，学校とし
て必要となる取組を明確にすることで，次年度の校内研究の方向性が明らかになります。
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（１）研究主題，副題，研究仮説，研究の視点改善のポイントⅦ

◎ 研究計画の作成に当たって

① 全員参加で研究計画を作成する。

， 。 ，研究を自分たちのものにしていくためにも 全員参加の計画作成が重要です また

教師自身の自ら学ぶ姿勢は，児童生徒へも確実に伝わります。

② 作成したら，異動してきた教員が，すぐに取り組める内容か見直してみる。

， 。４月からすぐに取り組める研究かという観点で 再度見直してみることが大切です

その際，研究構想図で全体の流れがつかめるようにすることもポイントになります。

研究の成果と課題の整理◎

・研究目標や年度の重点目標は，どの程度達成できたか。

・児童生徒の姿が，具体的にどのように変容したのか。

・研究内容や研究の進め方が適切であったか。

・教師の授業力の向上や意識の変容があったか。

・研究推進上でどんな課題が生まれたか。 など

次年度の研究の方向性の確認◎

を受け 「何がどの程度達成成果と課題 ，

されていないのか」明らかにし，次年度に

向け，課題解決の方向性や具体的な改善策

を全職員で協議し共通理解を図る。

研究のまとめ，資料の累積◎

，「 」 「 」実践集録 研究紀要や という形で

年次計画の取組の過程等を記録に残すこと

によって，成果と課題を全員で共有し，日

々の授業改善に生かすことができる。

研究計画の見直し ＜研究主題，副題，研究仮説，研究の視点＞◎
次年度の方向性をもとに，研究主題，副題，研究仮説，研究の視点について検

討，修正する。

又 は

※ 研究主題，副題，研究仮説，研究の視点の関係を明確にし，一貫性をもたせる。

※ 研究の視点は，「～する工夫」ではなく，具体的な実践事項で示すとよい。

育みたい能力や態度，ゴール，目標とする姿研究主題

主題に迫るための切り込み口副 題

研究仮説

研究主題に迫るための考え方や方

法，研究の見通しや研究結果の予測

研究の視点

研究の内容を具体化するた

めの手立て

新規の計画を作成するに当たっては・・・◎
研究主題や学校の実態に合わせ，３～５か年の展望をもとに，年次計画を作成する。

例
＜１年次＞

基盤づくり

・新研究主題設定

・研究体制の確立

・文献研究・授業実践

など

＜２年次＞

深化・補充

・授業実践・累積

・外部講師の活用

・成果と課題の共有

など

＜３年次＞

発 展

・実践の積み上げ

・研究のまとめ（自主公開等）

・次年度の研究の立案

など

P27・28「校内研究の評
価のポイント」参照

成果を数値で表したり，児

童生徒のノートからの感想

等を入れたりするとより具

体的になります。

※P11「校内
研究活性化の

６つのチェッ

クポイント」

を参照

Ⅶ 次年度の計画作成のために第１章 ＡＣＴＩＯＮ（改善）
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【小学校】

各校の校内研究主題一覧（平成27年度）【資料】

Ｎｏ 小学校名 研 究 主 題 副    題 年次 研究教科・領域

1 古川第一小学校 主体的に学習に取り組みながら，読みの力を身に付ける児童の育成 単元を貫く言語活動を設定した国語科の授業づくりを通して 3年次/3年 国語

2 古川第二小学校 自分の思いや考えを表現することができる児童の育成 「読む力」「伝える力」を高める学習指導の工夫を通して 2年次/3年 国語

3 志田小学校 主体的に学び合う児童の育成 ＩＣＴを活用した授業実践を通して 1年次/3年 全教科・領域

4 西古川小学校 生き生きと学習に取り組み，ともに学び合う児童の育成 算数科の「見通し」「振り返り」を工夫した授業づくりを通して 1年次/3年 算数

5 長岡小学校 分かる喜びや学び合う楽しさを味わえる授業の創造 国語科における「読む能力」を高める指導の工夫を通して 1年次/3年 国語

6 宮沢小学校 自分の思いや考えを豊かに表現できる児童の育成 国語科における「読む力」を育てる指導の工夫を通して 1年次/3年 国語

7 東大崎小学校 自分の考えを持ち，進んで学ぶ児童の育成 国語科における説明文の指導を通して 2年次/3年 国語

8 富永小学校 確かに読み取り，主体的に表現できる児童の育成 国語科における言語活動の工夫を通して 2年次/3年 国語

9 清滝小学校 自分の考えをもち，共に表現し伝え合う児童の育成 ｢清滝スタイル｣を基にした算数科授業づくりをとおして 2年次/3年 算数

10 敷玉小学校 筋道を立てて考え，表現する力を育む指導の工夫 課題意識をもって取り組む算数科の学習を通して 3年次/3年 算数

11 古川第三小学校 自ら学び，豊かに表現できる児童の育成 ユニバーサルデザインの視点を取り入れた指導を通して 1年次/3年 国語

12 高倉小学校 自分の考えをもち，学び合う児童の育成 算数的活動を大切にした指導の工夫を通して 3年次/3年 算数

13 古川第四小学校 すべての児童が｢分かる，できる｣授業づくり 国語科におけるユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業をめざして 2年次/3年 国語

14 古川第五小学校 自分の考えをもち，主体的に学び合う児童の育成 ｢学力の三要素｣を重視した算数科指導の工夫を通して 2年次/3年 算数

15 松山小学校 自分の考えをもち，伝え合う子の育成 国語科「読むこと」の領域における授業づくりを通して 1年次/3年 国語

16 下伊場野小学校 学ぶことや高まることに喜びをもって取り組む児童の育成 算数科における学び合う場の工夫を通して 2年次/3年 算数

17 三本木小学校 主体的に読み，表現できる児童の育成 単元を貫く言語活動を意識した授業を目指して 1年次/3年 国語

18 鹿島台小学校 確かな学力を身に付けた児童の育成 国語科におけるユニバーサルデザインの考え方を取り入れた分かる授業づくりを通して 1年次/3年 国語

19 鹿島台第二小学校 確かな読み取りの力を身に付ける児童の育成 国語科における説明的な文章を読むことの指導を通して 3年次/3年 国語

20 岩出山小学校 自ら考え判断し，行動できる児童の育成 「みやぎ防災教育副読本」を活用し，アクティブラーニングを取り入れた授業づくり 1年次/1年 防災教育

21 西大崎小学校 自己有用感を持ち，たくましく生きる児童の育成 志教育の視点を取り入れた活動を通して 2年次/3年 国語，算数

22 上野目小学校 自分の考えをもち，豊かに表現する子どもの育成 読む力を高める学習指導の工夫を通して 2年次/3年 国語

23 池月小学校 根気強く考え，自分の考えを表現できる算数科の授業づくり 3年次/3年 算数

24 真山小学校 自分から学び，考えを深め合える児童の育成 算数科の基礎・基本の力を高める指導の工夫を通して 1年次/3年 算数

25 鳴子小学校 自分の考えをもち，ともに学び合う子どもの育成 国語科における言語活動を工夫した指導を通して 1年次/3年 国語

26 川渡小学校 意欲をもって学習に取り組む児童の育成 算数科の問題解決における見通しを持たせるための工夫を通して 2年次/3年 算数

27 鬼首小学校 自分の考えを伝え合う力を身に付けた児童の育成 算数科における，言語活動を取り入れた学習指導を通して 3年次/3年 算数

28 田尻小学校 進んで，豊かに表現する児童の育成 算数的活動の工夫を通して 2年次/3年 算数

29 沼部小学校 思考力・表現力を高める指導の在り方 算数科における書く・話す活動を生かした授業づくり 4年次/4年 算数

30 大貫小学校 基礎・基本を身に付け，確実に分かる児童の育成 学んだことの定着を図る算数的活動の工夫を通して 1年次/3年 算数

31 中新田小学校 自分の思いや考えをもち，共に高め合う児童の育成 国語科「読むこと」における言語活動を大切にした授業づくりを通して 2年次/3年 国語

32 広原小学校 自分の考えを持ち，共に学び合う児童の育成 算数科における指導を通して 2年次/3年 算数

33 鳴瀬小学校 文章を論理的に読み取る児童の育成 説明的文章の指導の工夫を通して 3年次/3年 国語

34 東小野田小学校 自分の考えをもち，主体的に学び合う児童の育成 教師の関わりと学習環境の工夫を通して 1年次/3年 国語

35 西小野田小学校 心豊かに生き生きと活動する子どもを育てる道徳教育の推進 道徳の時間を要とした教育活動の展開を通して 1年次/3年 道徳

36 鹿原小学校 「伝え合う力」を育てる指導の工夫 「話したい」「聞きたい」意欲を引き出す授業づくりを通して 1年次/3年 国語

37 宮崎小学校 自分の考えをもち，表現することができる児童の育成 国語科における読み取りの力を高める学習指導の工夫を通して 1年次/2年 国語

Ⅶ 次年度の計画作成のために第１章 ＡＣＴＩＯＮ（改善）
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Ⅶ 次年度の計画作成のために第１章 ＡＣＴＩＯＮ（改善）

【中学校】

◎ 各学校の傾向は・・・
① 児童生徒像としては 「自分の考えをもつ 「学び合う 「伝え合う 「表現する」姿を目指， 」 」 」

しています。

② 育成する力としては 「確かな学力 「思考力 「判断力 「表現力」等を挙げています。， 」 」 」

③ 言語活動の充実を意識した研究に取り組む学校が多く見られます。

Ｎｏ 中学校名 研 究 主 題 副    題 年次 研究教科・領域

1 古 川 中 学 校 「基礎的な学力の定着」と「活用する力」の伸長をめざす授業づくり 本時のねらいの明確化と，その達成に結びつく手だての工夫を通して 1年次/3年 全教科・領域

2 古川西中学校 分かる・できる学習指導の工夫 自分の考えをもち学び合う学習を通して 2年次/3年 全教科

3 古川北中学校 思いや考えをまとめ，表現できる生徒の育成 書いた考えを他とつなぐ活動を通して 2年次/3年 全教科

4 古川東中学校 思考力・判断力・表現力を身に付けた生徒の育成 より良い課題解決のための「比べる」「関連付ける」活動を通して 3年次/3年 全教科・領域

5 古川南中学校 確かな学力を身に付けさせる指導法の工夫 言語活動の充実を図る学習活動の工夫を通して 3年次/3年 全教科

6 松 山 中 学 校 学んだことを活用し，思考力を高めていく生徒の育成 気付き，考え，表現する授業の工夫を通して 3年次/3年 全教科

7 三本木中学校 自ら考え，表現する力を高め合う生徒の育成 言語活動を取り入れた授業づくりを通して 3年次/3年 全教科

8 鹿島台中学校 自ら進んで考え，生き生きと学ぶ生徒の育成 基礎・基本の定着を図り，できる喜びを味わわせる指導法の工夫 2年次/2年 全教科

9 岩出山中学校 よりよい生き方をもとめる生徒の育成 主体的に学習に取り組ませる指導の工夫を通して 3年次/3年 全教科・領域

10 鳴 子 中 学 校 確かな学力を身に付けさせる指導の研究 言語活動の工夫を通して 2年次/3年 全教科

11 田 尻 中 学 校 分かる喜びを体得し，確かな学力を身に付けた生徒の育成 学び合いを促す学習活動の工夫 2年次/3年 全教科

12 中新田中学校 確かな学力を身に付けた生徒の育成 学びの実感をもたせる指導の工夫を通して 2年次/3年 全教科

13 小野田中学校 自ら学び，確かな学力を身に付ける生徒の育成 基礎的な学力を定着させる授業づくりを通して 2年次/3年 全教科

14 宮 崎 中 学 校 自分に自信をもち，生き生きと自己実現を図る生徒の育成 授業に生きる家庭学習の工夫をとおして 2年次/3年 全教科

15 色 麻 中 学 校 自ら考え，豊かに表現できる児童・生徒の育成 2年次/3年 全教科

16 涌 谷 中 学 校 確かな学力を育み続ける生徒の育成 「思考力」「表現力」を高める授業づくりを通して 1年次/3年 全教科

17 小牛田中学校 確かな学力を身に付けさせる指導法の工夫 言語活動を取り入れた授業づくりを通して 3年次/3年 全教科

18 不動堂中学校 自ら考え主体的に学ぶ生徒の育成 生徒が生き生きと取り組む授業づくりを通して 1年次/3年 全教科

19 南 郷 中 学 校 学習意欲を高める指導法の工夫 ｢分かった｣｢できた｣が実感できる授業づくりを通して 2年次/2年 全教科

20 古川黎明中学校 確かな学びを育む指導の工夫 自己学習力を高める授業づくりを目指して 2年次/3年 全教科

Ｎｏ 小学校名 研 究 主 題 副    題 年次 研究教科・領域

38 旭 小 学 校 確かな読みのできる児童の育成 国語科における｢読む力｣を高める学習指導の工夫 2年次/3年 国語

39 賀美石小学校 ともに学び合い，生き生きと伝え合う児童の育成 算数科における｢読む｣｢書く｣｢話す｣活動の充実を通して 2年次/3年 算数

40 色 麻 小 学 校 自ら考え，豊かに表現できる児童・生徒の育成 2年次/3年 全教科

41 涌谷第一小学校 主体的に学び続ける児童の育成 ｢ふりかえり｣を生かした算数科の授業づくりを通して 2年次/3年 算数

42 箟 岳 小 学 校 文章を読み取り，思いや考えを表現できる児童の育成 領域｢読むこと｣における指導の工夫を通して 3年次/3年 国語

43 小 里 小 学 校 進んで運動に親しみ，心身ともにたくましい子どもの育成 「できた」という喜びを味わわせる体育科の授業づくりを求めて 3年次/3年 体育

44 月将館小学校 基礎・基本を身に付け，筋道をたてて考えることのできる児童の育成 解決方法を見通し，考える楽しさを感じさせる学習過程の工夫を通して 2年次/3年 算数

45 小牛田小学校 自分の考えを伝え合い，学びを深める児童の育成 算数科における学び合いの工夫を通して 5年次/5年 算数

46 不動堂小学校 自他の「いのち」を大切にしようとする児童の育成 「みやぎ防災教育副読本」を活用した防災教育の指導法の工夫を通して 1年次/2年 全教科・領域

47 北 浦 小 学 校 生き生きと学び合う児童の育成 かかわり合いを大切にした体育科の学習を通して 2年次/3年 体育

48 中 埣 小 学 校 確かに読み取ることができる児童の育成 「言葉」を手がかりに，豊かに読み深めさせる活動を通して 2年次/3年 国語

49 青 生 小 学 校 自分なりの考えをもち，生き生きと伝え合う児童の育成 児童の実態に即した算数科の授業づくりを通して 4年次/4年 算数

50 南 郷 小 学 校 楽しく学ぶ子供の育成（算数科） 学年，学級の実態に応じた具体的取組，見取りの工夫をとおして 1年次/1年 算数
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（２）校内研究計画の作成例①Ⅶ

◎ 研究計画にはこんなポイントが・・・
① 研究全体の流れがつかめる研究構想図を作成している。

研究構想図に「身に付けさせたい力」や手立てとなる「視点 「研究内容」が明示」，

され，研究全体の流れがつかめるようになっています。

② 各種調査を活用し，身に付けさせたい力を明確にする。

ＣＲＴ学力調査や全国学力学習状況調査の結果等をもとに，児童に身に付けさせた

い力を明らかにし，学年部毎の「目指す児童像」を設定しています 「目指す児童像」。

が明確であれば，教師の支援が具体的で適切なものになります。

研究計画◎
学校教育目標具現化のため，各種学力調査を活用し，児童に身に付けさせたい力を明らかに

して研究主題を設定している。具体的には，国語科の「読むこと」の領域における「文学的な
文章」に視点を当てて実践を積み重ね，研究主題に迫っていく。

， 。※この実践例は 美里町立中埣小学校の平成２７年度の研究計画を参考にさせていただきました

究計画を作成するに当たって研

２年目研究構想図◎

Ⅶ 次年度の計画作成のために第１章 ＡＣＴＩＯＮ（改善）
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（２）校内研究計画の作成例②Ⅶ

◎ 研究計画にはこんなポイントが・・・
〇 年次計画を作成し，前年度の課題を基に今年度の重点となる取組を示している。

複数年度にわたって取り組む校内研究の全体像を把握することができます。研究年

次に応じて重点的に取り組む視点を設定し，３年間を見通した研究を進めています。

研究計画◎
生徒に確かな学力を身に付けさせるた

めに，教師が「分かる・できる授業づく
り」を行う。具体的には２つの視点を設
け，３年計画で有効な手立てを蓄積し，
研究主題に迫っていく。

１年目の反省◎
１年目の実践では，視点１における具

体的手立ての３点について検証し，成果

について確認できたが 「本時の課題や目，

標を明確にし，それに応じた導入を行う

こと」など，課題が残った。

そこで今年度は，視点１の手立ても継

続しつつ，視点２に重点を置いて実践を

積み重ねていく。

， 。※この実践例は 大崎市立古川西中学校の平成２７年度の研究計画を参考にさせていただきました

究計画を作成するに当たって研

２年目研究構想図◎

２年目は視点２

に重点を置いて

います。

年次計画が作成さ

れています。

Ⅶ 次年度の計画作成のために第１章 ＡＣＴＩＯＮ（改善）
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「評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料」についてⅦ（３）

◎ 国立教育政策研究所で作成した「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のため

の参考資料」の活用方法についてのリーフレット（平成23年11月作成）より

Ⅶ 次年度の計画作成のために第１章 ＡＣＴＩＯＮ（改善）
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Ⅶ 次年度の計画作成のために第１章 ＡＣＴＩＯＮ（改善）
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Ⅶ 次年度の計画作成のために第１章 ＡＣＴＩＯＮ（改善）


